










千葉市における幼児検尿の 15年にわたる成績を述べた。対象者は、約 25～30 万人であり、

千葉市学校検尿と同じシステムで実施した。毎年約 0.1%の新規有所見者が見出された。学

校検尿とドッキングすることにより長期経過観察が可能となり、9年目に、約 10%が血尿群

から蛋白・血尿群に移行した。幼児検尿の長期観察の必要性を述べた。 


